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じぶんでつくる紙管こどもデスク

再生紙からできた角紙管を使った、幼児用のデスクです。
親子で協力しながら組み立てて作ります。
でき上がったデスクは、こどもが自由に絵を描いて
自分のオリジナルのデスクに仕上げることができます。
デスクとしての機能はもちろんですが、
組み立てる過程で、
5つの体験をすることができます。

■5つの体験
1発見
リサイクルしよう
2協力
力をあわせよう
3創造
イメージをふくらまそう
4心
大事に使おう
5記憶
わたしの思い出

保存用取扱い上注意
●組立説明書をよくお読みの上、正しく組み立ててください。
●組み立ては保護者の方が一緒に行い、絶対にお子様だけで組み立てないでください。
●完全に乾燥するまでは、絶対に使用しないようにご注意ください。
●踏み台等、デスク以外の用途で使用しないでください。
●天板の上に乗らないでください。
●傾斜・段差のある場所では使用しないでください。
●戸外・直射日光または火のそばでの放置・使用はしないでください。
●すべて紙素材でできております。表面に絵などを描きやすくするために防水加工はしておりません。
●湿気のある場所に保管しないでください。また、水気のあるものを上に置かないでください。

絵を描く場合の注意
●絵を描いたり色を塗ったりする場合は色移りしないように、油性や耐水性のペンなどを用い、
　目立たないような所でためし書きをしてからご使用ください。
●色えんぴつ・クレヨンなどは色移りのおそれがありますので使用しないでください。

テーブル類の品質表示

適応身長目安：90～110cm
適応年齢目安：3～4歳前後

取扱い上注意　左記参照

商品に関するお問い合わせは
弊社お客様室にお願いいたします

外形寸法
構造部材

幅465×奥行き385×高さ365mm
紙

株式会社　良品計画
お客様室電話

●本書は大切に保管してください

じぶんでつくる紙管こどもデスクの作り方
下記の説明をよく読んでから作りはじめてください。
箱はカバーに使用しますので壊さないでください。

補強棒の切り込みが入っている面を下側にして、
左右の脚の穴に差し込んでください。
穴の周りを囲うように、接着剤を塗ってください。
（接着剤は乾くと透明になります。）

脚と天板の接着面に接着剤を塗り、天板を乗せて固定します。
紙特有の歪みを直すために雑誌など重しを載せて
10分程度放置してください。

天板・下カバーに接着剤を塗り、天板に貼って５分程度乾かしてください。

＊カバーは白面・生成面どちらでも使う事ができます。

箱を破らないようにそっと広げ、部品が揃っているか確認してください。
＊広げた箱もカバーとなります。

保存用

ご使用の際、直接フローリングや畳などの上に置くと床を傷つける原因となります。
敷き物を敷くなどしてご使用ください。（すべりやすいものはお避けください。）

天板・上カバー

天板・下カバー

天板・下カバー

天板・上カバーの表側の色を決め、裏側に接着剤を塗り貼っていきます。
一気に塗るのではなく、①「天板面」⇒②「側面」⇒③「前後面」の順番で
貼っていきます。
②③の前にはカバーに折りぐせをつけてから貼っていくと
貼りやすいです。
＊「天板面」の接着剤は少なめ、「側面」「前後面」は
しっかりつけるようにしてください。

紙の特性である歪みを解消するために、カバーの上に
重しを載せてください。
脚部が浮いている場合は、浮きがなくなり床に付くまで
重しを載せてください。
（重しの目安：5～10ｋｇ程度）
重しを載せた状態のまま室内で１日十分乾燥させてください。

ケガ防止のためにコインなどの固いもので
軽くカバーの角部・端部を潰して完成です。

カバーのミシン目をハサミで切り、天板の上カバー・下カバーを用意します。

の部分を切ってください。
の部分は組み立てには使用しません。
接着剤を塗る時のハケとして使用してください。

（裏）

（表）

※切りこみのある面が下になります

脚 天板

接着剤×１右脚×１ 左脚×１ 天板×１ 補強棒×２

この細い部分も
切り取ってください。


